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∵ これか らの教育で は,社 会 の様 々な面 で進 行す る急速 かっ激 しい変化 を見通 し,そ の
変化 に適切 に対応で きる力 を育成 す ることが重要 であ る。 そ こで,今 後 の社会学習 に は

人や社会,文 化 など とのか かわ りを重視 し,体 験的活動 や問題解決的 な学習 を取 り入れ

自 ら疑問や課題 を もち,そ れを意欲 的 に追 究す ることによ って児童 の社 会的な見方 ・考

え方 を育て る ことが求 め られて いる。

○ 児童が 自ら問 い,主 体 的 に学習を進 めて い くよ うに,身 近 な地域素材 の教材化,多 面

的 な見方 ・考 え方 がで きる教 材 の工夫 などを図 り,自 らの生活 に生 かす ことがで きるよ

うな授業 づ くりを 目指 した。

○ 児童 が追究 の過程で,互 いの見方 ・考 え方 を交流 し合 い,よ り深 い見方 ・考 え方が で

きるような学 習過程 を工夫す る とともに,児 童 が安心 して 自分の力 を発揮 で きる場 と し

て,認 め ・励 ま し合 うことので きる学級 づ くりに努 めた。

○ 研究 の推進 に当 た っては,社 会共通研究主題 を設定 し,そ れを基調 と して4っ の分科

会が各研究主題 と仮説 を設定 した。 各分科 会で は,文 献及 び授業実践 の先行研究 に学 び

なが ら,授 業研究 を通 して仮説 の検証 を行 い,研 究主題 に迫 るよ うに努 めた。
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研究主題 〈第3学 年分科 会〉

「子 どもが 問題意識 を もち,追 究 してい くことのできる教材 の工夫」

～子 どもの学びの姿 を大切 に した
,地 域 素材 の教 材化 ～

1研 究主題設定の理 由

3年 生 は,社 会科 に初めて 出会 い,社 会科 の窓を開 ける学年 といえ る。 その窓か ら見 え る社

会科 の景色 は,生 き生 きと子 ど もの目に映 り,そ して感動 を与え る ものでな けれ ばな らな い。

そのたあには,子 ど もが地域 の社会 的事象 に強い興味,関 心 を もち,絶 えず追究 し,自 分な

りの答 えをみつ けだす過程が重要 とな って くる。地域 を身近 な もの と して とらえ,自 分 の中 に

受 け入 れ,自 らかか わ ってい く。 その中で,人 の営 みの素晴 らしさに気付 き,自 分 もまた地域

社会 の一員 と実感す るのであ る。

第3学 年 分科 会で は,ま ず子 ど もの生活や,学 びの特性か ら教材 を考え る ことに した。

子 ど もの意識 や学 び方 と離 れた学習 とな った り教 師側 のっか ませたい ことのみを子 ど もたち

に追究 させた りす る ことのないよ う,子 ども一人一人 の考 えや疑 問の中か ら共 通の問題意識 を

とらえ る。 そ して,そ れぞれの考 えで追究 し,解 決 で きる教材 を考 えて いきたい。 さ らに教材

を見っ め直 し,自 分 の考 えで新 たな提案 を行 って い くことで子 ど もた ちは地域 に働 きか けるの

であ る。

以上 の よ うに,私 た ちは,全 体主題,「 自分 な りの考 えを もち,意 欲 的 に追究す る社 会科学

習」 を受 け,3年 生 な りの地域社 会 とのかかわ りを考 え,「 子 ど もが問題意識 を もち,追 究 し

てい くことので きる教材 の工夫 ～子 ど もの学 びの姿を大切 に した,地 域素材 の教材化～」 とい

うテーマを設定 した。

H研 究のね らい

子 どもが 自分 の考 えを もっため には,問 題意 識を しっか りと もっ ことが大切で ある。 そのた

めに子 どもの学 びの姿か ら離 れず に,地 域 に存在す る素材を どのよ うに教材化す ればよいかを

明 らかにす る。

皿 研 究の仮説

子 どもの学 びの姿 を大切 に して地域素材を教材化 し,問 題意識 を もっ よ うに教材 と出会 わせ

れば,子 ど もは自分な りの考えを追究 して い くで あろ う。

IV研 究の内容 と方法

1内 容 ・地域素 材 を教材化す る視点 を明 らか にす る。

・子 ど もの学 びの様子 に合わせて,学 習過程 に教材 を位置付 ける。

2方 法 ・子 ど もの学 びの姿 を分析す る。

・地域素材 を視点 にそ って教材化す る。
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V研 究の構想図

全体研究主題

自分な りの考えをもち意欲的に追究する社会科学習

第3学 年主題

「子どもが問題意識 をもち、追究 していくことのできる教材の工夫」

～子どもの学びの姿を大切に した、地域素材の教材化～

研究のねらい

子 ど も が 自分 の 考 え を もつ た め に は 、 問 題 意 識 を しっ か り と もっ こ とが 大 切 で あ る 。 そ の た め に 子

ど もの 学 び の 姿 か ら離 れ ず に 、 地 域 に 存 在 す る 素 材 を どの よ う に教 材 化 す れ ば よ い か を 明 らか に す る。

研究の仮説

子 ど もの 学 び の 姿 を 大 切 に して 地 域 素材 を教 材 化 し、 問 題 意 識 を も つ よ うに 教 材 と出 会 わ せ れ ば 、

子 ど もは 自 分 な りの 考 え を 追 究 して い くで あ ろ う。

研究の内容一
↓一
↓

教

材

教材とのかかわり 子どもの学びの様子

出

会

い

は

感 じる ・既 有 の

知 識 、 経 験 と 比

べ る ・照 ら し合

わ せ る

た

、b

き

か

愈
話 し合いなどに

よる、疑問の検

証と問題の明確

化 ↓

全 体 の 問 題 意 言哉

1.」」

{固癖 「「
見通 し

追 究

見

つ

め直

し

自 分 な りの

考 え ・提 案

一

(1)単 元のねらいに到達できるもの

(教 師側の意図)

(2)子 どもの生活から離れないもの

(子 どもと教材の距離)

(3)子 どもの学び方の特性を生か したもの

具 休 的 に は …

・ス と の か か わ クを遍 し で学 ん でい げ る

もの

・ぐ ク返 し児 た ク、 爾 い た ク、 体褒 した

"yで き{56の

・羨 々 な 見 方 、 考 え方 が で き る もの

・子 ど るの杢 居 か ら考 え で、 そ こ に=生か

し で〃》プる らの

。ノ酋域」の 桜 子 や ノし々 の ぐ ら しの わ ンか る も

の

・6分 の 塗 房経 嚢 と比 鰻 で き る らの

※ 上 記3つ の 教 材 化 の 視 点 を 具 体 化 した も の

が 下 記 で あ り、 現 在 ま で の 実 践 を 通 して 第

3学 年 分 科 会 で 考 え られ た も の で あ る。

今 後 の 実 践 で さ らに 増 え 、深 め て い く。

ま た 、 各 単 元 に よ り さ ら に 視 点 は 具 体 化 さ

れ た。(指 導 案 参 照)

こ う して 選 択 した 教 材 を 左 記 の 様 に 子 ど

も と の か か わ りを 中 心 に 考 え 、 配 置 した 。
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VI教 材化 の視点 について

1「 単 元 のね らい に到達 で きるもの」(教 師側 の意 図)と い う視点 は,学 習 すべて にかか わ っ

て くるものであ る。

2「 子 ど もの生活 か ら離 れない もの」(子 ど もと教材 の距離)と い う視 点 は,学 習 して いる子

どもの生活 の場 か ら始 め,そ こで得た ことを 自分の生活 に生か して い くことであ る。

3「 子 ど もの学 びの特性 を生 か した もの」 とい う視点 は,"子 ど もの学 び方 の特性"で あ る

「子 ど もが この よ うな ときに生 き生 きとよ く学ぶ』 とい う内容 や方法 を生 か した教 材 とい う

ことであ る。 内容 と して は,① 自分の よ く知 って いる こと ②人 とのふれ あい ③身近 だが

よ く知 らない ものな どがあ げ られ る。 方法 と して は,① 諸感覚 を生か した活動 を した とき

②道具 を使 った ときな どがあ げ られ る。

皿 実践事例

1単 元名 「大根大作戦～地域の農家の様子」

2教 材 構 想 図

(1)の 点 (2×3)の 点の具 本 ヒ一
地域の生産

活動の特色

と工夫

人 とのかかわ りを通 して学んで いける もの

(学区域のSさ んを通 して学 んで いける もの)

大根1

圖
くり返 し見 た り,聞 い た り,体 験 した りで き る もの

(Sさ ん の 畑 ・Sさ ん 自身 ・Sさ ん の畑 で で き る こ と)
Sさ ん の畑

見学

さまざまな見方,考 え方がで きる もの

(大根の比較,農 家見学 などか ら学べ る もの)

ノ話 合 いの学

習

生産活動 を

通 した他地

域 とのかか

わ り

、

生 活 か ら考 え て,そ こに生 か して い け る もの1

(学 年 園 にお い て,学 ん だ こ とを そ こに生 か せ る こ と)
区内の農家

の様子

地域の様子や人 々の くらしのわかる もの

(世田谷区内 の農家の様子 ・Sさ ん の大根の販売方針) ＼:
Sさ ん へ の

手 紙
自分の生活経験 と比較で きる もの

(9月 か らの大根づ くり) 学年園の計画
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3指 導計 画(全10時 間扱 い 本時1時 間 目)

教材 との

かかわ り 主 な 学 習 活 動 ・内 容

出

会

①実際に大根をつ くってみての感想を発表す

る。

予想される学びの姿 ・学びの様子

・実 が で きて とて も うれ しい。

・一 生 懸命 に育 て て きて 良 か った。

⇒ 一 生懸 命 の内容一 虫 と り,水 や り,肥

料,耕 し

・僕 たちが 育 てて も大根 はで きるん だ。

感 じる ・既

有の知 識,

経 験 と比 べ

る,照 ら し

1合 せ る。

教材化の視点

② 近 くの 畑 で つ く られ た 大 根 と 自分 た ちが つ 比 較 して気 付 い た点,疑 問点い!

1く ・た大 根 を比 べ て 気 が付 い た こ とを 発 表 .'ffが とて も大 きいな・

す る。 ・大根 が つやつ や して い るね。

1

③疑 問点 にっ い て 予想 す る。

①～ ③一 本 時一

臨・で粛.の 篇
・肥 料 が ち が った の か な。

・大根 をっ くる秘密 があるん じゃないかな。

[魎 コ,

よ`

た

・り

①Sさ ん の畑 に 見学 に行 き,

た大根 を 見て もら う。

自分 たち のっ くっ.

Sさ ん(農 家 の方)の お話

識嚇犠 洲
ことを聞 いて,見 学 して いって くだ さい。

②Sさ ん の畑 に お いて 大根 を比較 して みて 気が

付 いた疑 問 点 につ い て イ ン タビ ューを す る。

③ 見 学 して大 根 につ い て わか った こ とを ま と

め る。

④ 見学 して あ らた に疑 問 に思 っ た こ とに っ い

1て 話 し合 う。

き1

Sさ ん は畑 で どんな

・小 さ くて もみ んな でっ くった大 根 だか ら

や っぱ りうれ しい よね。

・ほめて も らえ て良か ったね。

・小 さい大根 だ け ど少 し自信 がっ いた よ。

・肥 料 は何 を使 って い るので すか。

・深 さは どれ く らい掘 れ ば いいの です か。

・肥料 には堆肥 とい うのを使 って いるんだね。

・深 く掘 らな い とい け なか ったん だね 。

・Sさ ん は一人 で農家 を や ってい るのか な。

・畑 の 奥 に植 えて あ ったの は一 体何 だ った

のか な。

か

1'tNを 耕す時はどんな道具を使 ってL'るのだろう・

ナ

共通の問題意識

こ とを して い るのだろ う

⑤ 再 びSさ ん の畑 を 見学 す るに あ た って,聞

い てみ た い ことを話 し合 う。

個 々の学習 問題 を っか む

苦 労 一

どん な こ とを

して い るの?

～Sさ ん に聞 きたい こ と～

一 道 具

何 を使 って い

るの?

共通の問題意訓

… て〆 、 ↓ ↓
天粛 …道則[野 菜・璽[・ ・他

肥料が決め手

になるんだね

械 も使 って

い るん だ
⑥Sさ ん の 畑 に再 び 訪れ,自 分 の学 習 問 題 に

つ いて イ ンタ ビューを し,解 決 す る。

擁駒
っ くるの?

話し合いな

どによる疑

問の検証 ・

共通の問題

意識

問題意識

個々の追究

の見通 し

大 根

阪 らの大根づくりを

通 して学んだこと

・比較する中で自分の考え

が広がるもの

7

1騨1蕪
・・Sさ ん 自 身
コ

1・Sさ ん か ら農 業 の こ と に

つ いて学 べ る もの

1.sさ ん の 農 家 の や り

i(販 売 の仕 方 な ど)

1E種類 もっ くっ

て い るん だ ね

⑦Sさ ん に あ る.一つ の野 菜 を例 にあ げ て,種 ・種 は,わ ざわ ざ神奈 川 県か ら取 り入 れ て
⇒の入 手か ら販売 までの 内容 を聞 き

,か っ区 内 いるん だね。

の農家 の様子 に っい て も話 して もらい,聞 く。 ・他 の農家 の様 子 は ど うなん だ ろう。

⇔

⑧Sさ ん か らの 話 を も とに 区 内 の農 家 の 様 子

につ いて調 べ る。

・どれ く らい農家 が あ るのか な。

・世田谷 で は どん な野 菜 が とれ,ど ん な所

に行 って い るのか な。

・Sさ んの畑 に行 って僕 は,農 家 の人 の 野

菜 に対 す る気持 が よ くわか りま した。 僕

iた ちも大根 を大 切 に育 て た けど,そ れ 以

[ヒ にSさ ん は野菜 を 大切 に して い たん で

1す ね。
　

1・Sさ んの 家 でや って い た よ うに落 ち葉 を

肥 料 に使 お う。

・Sさ ん に聞 い て,ち ゃん と耕 そ う。

團

i・農家 の 見学 か ら考 え が広

が る もの

見 ①Sさ んにお礼の手紙を書く。

っ ② 今まで学習 してきたことをもとに学年園の

計画を立てる。め1

直1

膿 考え

Sさ ん の畑 見学

さんの畑 でで き るこ と

分の地域の特性の発見

し

2

一 区内の農業の様子

,・世田谷区内の農業の様

で他地域のつながりなど

Sさ ん への手 紙

学 年 園 の計 画

・学 習 した こ とを,学 年 園

と して実行 で き る もの
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4本 時(10時 間 扱 い の1時 間 目)

(1)ね らい

・Sさ ん の大 根 とい う教 材 に 出会 い ,自 分 た ち の大 根 づ く りの経 験 と比 較 す る こ とが で き る。

・大 根 の違 い につ い て ,疑 問 を検 証 しよ う とす る こ とが で き る。

学習内容 ・活動 予想される子どもの学びの様子 教師のかかわり

①今まで大根をつくってきての感想を発表す ・小 さい けど うれ しか った。 ・児童の相互指名で1人 でも

る 。 ・大 根 ら しい ものが で きて いて安心 した。 多くの児童が発言できるよ
・一 生懸 命育 て て きて よか った。 うにす る。

②地域の畑でとれた大根を見る。 ⇒ 虫 と り,水 や り,肥 料,畑 耕 し

・わ 一
,大 きい 。 ・子 ど もがSさ ん の 大 根 に関

・なん で こんな に大 きくな ったの か な。 心 が もて るよ うに,提 示 す

・誰 が つ く った の 。 る 。

③ この大 根 をっ くった人 を知 り,学 区域 の地 ・Sさ ん は農 家 の人 なのか な。 ・大根はほぼ同 じ時期に種を

図 でSさ ん の畑 を確 認す る。 ・あ一 さっ まい も掘 りを した ところだ。 ま いた こ とを知 らせ る。

・こ こ な ら知 っ て い る 。

④ 自分 た ちがっ くった大 根 とSさ ん がつ く っ ～比 較 して気 付 いた こ と,疑 問 に思 った こと～

た大根を比べて気が付いたことを発表する。 ・葉 っぱがSさ ん さん の は大 きいそ。 ・比 べ る視 点 を も た な い子 ど

・葉 っぱが虫 に食 わ れて いな いね。 もに は,具 体 的 に違 いが わ
・Sさ ん の大 根 は とて も大 きい。 か る ところ を示す。

・Sさ ん の大 根 は傷が つ いて いな いね。

共 通 の 疑 問.

ト なんで・んな・大きくな。たのかな。i
⑤ 「なん で こん なに大 き くな った のか」 とい ・肥 料が 違 うん じゃないか な。 ・考 え が うか ば な い子 ど もに

う ことにつ いて 考え た こ とを ワー ク シー ト ・一 生懸 命 に世話 を して いた ん じゃ ないか な。 は,大 根 を 実 際 にっ くっ た

に書 き,発 表 す る。 ・農 家の 人 は農薬 を まい てい るん じゃない か な。 体験をもとにして考えるよ

⑥確かある方法を考える。 ・Sさ ん に あ って,み ん なが 考 えた ことにつ い てイ ン う助言 す る。

タ ビ ュ ー しよ う 。

(2)評 価

・Sさ ん の 大 根 と 自分 た ち の大 根 を比 較 して
,話 し合 う こ とが で きた か 。

・この学 習 を通 して ,畑 に行 きた い,Sさ ん に会 いに い きたい と思、う意 欲 を もっ こ とが で きたか。

本時 子どもの学びの姿

①大楓をつくっての盛甥を曾おう
一

ぬ
⑤

。oO(ご 鷲艶轄 鷺 、づ

⑤ 　 ノノ

㊥ン ー一 コユ

㊨@.
哩
尋
㊨

　ってヘロいて　 ま わかるかなヨ　ニン

9
見学に行って、Sさ んにインタビュー しよう!

塑
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皿 研究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

(1)教材化 の視点 に 「子 ど もの生活か ら離れ ない もの」「子 ど もの学 びの特性 を生か した もの」

とい う項 目を入れて教材 を用意 した。 それ によ り子 ど もたちは,教 材 を身近 に感 じ取 り,

学 んだ ことを生活 に生か し,地 域 にかか わろ うと してい った。

(2)実践 を通 し,子 ど もの学 びの姿 を見 直す ことによ り,「 身近 だが よ く知 らない素材」 を取

り上 げ,「 諸感覚 を生か した活動 を した とき」 などに"子 ど もは生 き生 き と学 ぶ"と い う

子 ど もの学 びの特性 を明 らか にす ることが で きた。

(3)子ど もの学 びの姿 を分析す る ことによ り,「 出会 い」や 「はた らきか け」 「見っ め直 し」 と

い う教材 とのかかわ り方 を明 らかにす ることがで き,そ の過程 の中で子 ど もたちは,意 欲

的 に学習をすす める ことがで きた。

(4)子ど もたちは,多 くの疑問 を出 し合 い整理 してい く中で,共 通の問題 意識 を もて るよ うに

な り,学 習問題 を具体的 に設定 で きるよ うにな った。

2今 後の課題

(1>「教材 を見っ め直す」段階で,ど のよ うな形 の"地 域 に はた らきか ける姿"が あるのかな

ど,各 単元の教材化 の視点 をよ り具体 的に してい きたい。

(2)子ど もたちが 「調べ たい こと」 と してい る内容 と,教 師の意図 して いるね らい との整合性

を大切 に して,教 材化 を図 ってい く必要 があ る。

研究主題 〈第4学 年分科会〉

地 域 の 見 方 ・ 考 え 方 を 深 め る た め の 教 材 の 工 夫

1研 究主題設定の理 由

児童 を取 り巻 く社会 の状況 は大 きく変化 し,新 しい教育 が求 め られて いる。 これか らの時代

を担 う児童 には,そ の変化 に対応 しなが ら生 きて い く力が必 要で ある。 その時 々に直面す る諸

問題 に対 して,自 分 な りの考 えを もち,的 確 に判 断 ・問題解 決 にあた り,主 体的 に生 きてい く

力を一人一人の児童が身 に付 けてい くことが重要 な課題 であ る。

人間関係 を深 める ことを望ん ではい るものの,人 間関係 が希薄 にな り,他 人 とのか かわ りを

もて ない児童 が増 えて いる。 また,4年 生の社会科 の 目標 で ある,地 域 の発展を願 う態度 につ

いて は,地 域の発展 を願 う思 いや考 えはあ るが,地 域 に働 きか ける方法 を確実 に身 に付 けてい

る児童 は少 ないとい う現状が ある。

自分 な りの考えを もっ ことは,「 社会的 な見方 ・考 え方」 を もっ ことであ り,「 社会的 な思考

力 ・判断力」 を身 に付 け ることにっなが る。地 域学習 を行 う4年 生 にとって,こ の社会的 な見

方 ・考え方を深 めるためには,「 地域の見方 ・考 え方」 を深 める ことが大切 であ ると考 え る。

その ため には,教 材 の工夫が大切 であ る。 児童 は,教 材 と出会 い,教 材 に触 れ,疑 問を もっ

た り,様 々な考えを もった りす る中で,地 域 の見方 ・考 え方 を深 めて い くことが で きると考 え

て いる。4年 生が学習 す る地域 は空 間的 に も時間的 に も広 が りの あ る地域 で あ り,5年 生 に移

行 して い くため に も,児 童 に とってよ り具体 的に と らえ られ るよ うな教材 の工夫 が大切 であ る
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と考 え た。

以 上 の こ とか ら,

主 題 を設 定 した。

地域 の見方 ・考 え方 を深 めるために教材 を工夫 しよ うと考 え,上 記 の研究

研究構想図
ジ己童 の

1 実 態
1 共通研究主題 1

社 会 の 自 分 な り の 考 え を も ち 、 地域への願い
一 は もっているが要 書青 意 欲 的 に追 究 す る社 会 科 学 習
どう働きかけて○豊かな心をもち

たくま しく生き いけばよいかが

る児童の育成 わか らない。
「 1

○基礎的基本的な 5
4年 分科会研究主題 、

内容の指導を徹 地 域 の 見 方 ・考 え 方 を 深 め る た め の 一

底 し、個性を生 教 材 の コニ夫

○自ら学ぶ意欲と

め ざす
児 童 像

社会の変化に主 ◎地域の一員 と
1 して 自分の考体的に対応でき 1 研究のねらい }

る能力の育成 地域の見方 ・考 え方を深めるために、地域を
一 えをもつ児童

み る視点を定めて、教材を工夫す る。
・多様な地域

の見方 ・考

え方ができ
る児童
・学習 したこ

1 匿 究の仮翻
児童の実態や学習内容から地域をみる視点を定め、 とを自分た

地域のものや人やできごとなどを様々に見たり考え ちの生活の

た りできるように教材 を工夫することによって、児 なかで生か

童は地域の見方 ・考え方を深めることができるだろ せる児童

う。

1
1研究の内容i

魎 地 域 を み る 視 点 支 援

自然環 組織的協 社会の よりよい 他地域
1

教 材 の 境と人 力的活動 変化と い生活へ とのか

=〔 夫 人の生 と人々の 人々の の人々の かわ り 見 学 習
活 生活 生活 願い 方 活 動

■ ・見 学

☆ 「なぜ」 と 事実と 考 ・体 験

い う問いがで してみ え ・インタピ.一

方 ・発 表
てくる教材 る

1 児童が の ・話 し合い

自分の 関連の 児童が地域のものや人やできご 深 ・ホ'スターセツシ

考えを あるも となどを様々に見た り考 えた り ま ヨン

☆いろいろな もった のとし したこと り など

見方ができる めの方 てみる 1
教材 法

意味の

あるも ＼ 言平価
のとし

など てみ る
＼
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H研 究の内容 と方法

(1)第4学 年 の 目標 や内容 にっ いて吟味す る。

(2)児 童が地域 をみる視点 を定 め る。

(3)児 童 に深 めて欲 しい地域 の見方 ・考 え方 を明 らか にす る。

(4)地 域の見方 ・考 え方 を深 め るための教 材を工 夫す る。

(5)児 童の見方 ・考え方 の深 ま りを見 取 る。

III教 材の工夫 につ いて

本分科会で は,ま ず,児 童 に深 めて ほ しい地域の見方 ・考 え方 を明 らかに しよ うと した。 そ

の ために,児 童が地域 をみ る5つ の視点 を定 め,こ れを横軸 に,「 事 実 と してみ る」「関連の あ

る もの と してみ る」 「意味 のあ る もの と してみ る」 とい う,児 童 の見 た り考 えた りす る方 法 を

縦軸 にと り,前 頁 の構想図 にあ るよ うな表 を作成 した。

そ して,単 元 の指導計画 を作 る時 に,こ の表 に,児 童 に深 めて ほ しい地域 の見方 ・考え方 を

書 き入れ る ことによ って,明 らか に しなが ら,地 域 の見方 ・考 え方 を深 め る教 材を工夫す る こ

とに した。

地域 に対す る実態調査 の結果,児 童 は,地 域 をみる とき,生 活経験 か らだ けで な く,生 活科

や社会科 などで学習 した ことを生か して いる ことが分か った。 そ こで,地 域 をみ る視点 は,学

習 内容 を重点 に設定 す ることが有効で あると考 え,「 自然環境 と人 々の生活」 「組織的協力的活

動 と人々の生活」 「社 会の変化 と人 々の生活」 「よ りよ い生活へ の人々の願 い」 「他 地域 とのか

かわ り」 の5っ を定 めた。 また,第4学 年 は,地 域をみ る意識が変 わ る時期 で ある ことも分 か

り,こ の時期 に興 味や関心 を も って地域 をみっめた り,広 い視野 か らみ た りす る ことので きる

児童 を育 て ることが大切 だ と思われ る。

本分科会 では,特 に,次 の2点 か ら,教 材の工夫を図 る ことに した。

(1)「 なぜ」 とい う問 いが もて る教材

教材 と出会 った児童 が,教 材 を通 して,自 らの課題 を発見 し,そ の課題 を解決 しよ うとす

ることは,地 域 の見方 ・考え方 を深 めてい く上 で大切 であ る。

児童 が 自らの課題 を発見す るのは,驚 きを感 じた り,何 か矛盾を感 じた り,ど のよ うにな

るのか予測 しよ うと した りす ると きであ るとと らえて いる。 そ こで,「 なぜ」 とい う問 いが

もて る教材 が必 要であ ると考 えた。

この よ うに,「 なぜ」 とい う問 いが もて る教 材 を もとに して,児 童 は課題意識 を もち,意

欲 的に追究 す ることがで き,地 域 の見方 ・考 え方 を深 め られ ると考え る。

(2)いろい ろな見方がで きる教材

児童 が地 域の見方 ・考え方 を深 め るために は,① 他 の人の立場で考 える②昔 か ら今をみ る

③今 か ら昔 をみ るとい うよ うに立場 を変 え るとい う方 法が有効で あると考 えた。

また,答 えの根拠をみっ ける場合,根 拠 が一 つで はな く,様 々に考え られ ることも有効であ

ると考 えた。

この ように,い ろいろな見方が で きるよ うな教材 を工夫す る ことが で きれば,児 童 は地 域

の社 会的事 象の意味 に気付 くことがで き,地 域 の見方 ・考え方 を深 め られ ると考 えた。
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IV実 践事例

(1)小 単元名 「荒川 をつ くる」

(2)小 単元 の 目標

洪水 を防 ぎ,地 域 の生 活を向上 させ るため に,地 域 の先人 たちが様 々な努力 を して,荒

川 をっ くった ことを理 解 しようとす る。

(3)本小単元 において深 めた い地域 の見方 ・考え方

地 域 を み る 視 点

自然環境と人々の生活 社会の変化 と人々の生活 よりよい生活への人々の願い

自 事
・明治43年 に荒川の水があふれ ・荒川 は洪 水を防 ぐため に人が つ くっ ・洪水のある所に住んでいた人々

た大洪水が起 きた。 た川だ。 は,洪 水が 起 きな いよ うに し

分実 ・荒 川の まわ りの町 は,10日 以 ・昭和3年 に大雨が降 ったときは荒川が てほ しいと願 っていた。

と 上 も水浸 しで,大 きな被害を あったか ら,洪 水にならずにすんだ。

の
受 けた。

・荒 川 の工事 は20年 もかか った大 き

し ・明治 の人 た ちは,毎 年 の よ う な工事だ。

考
て
に洪 水におそわれていた。 。荒川 の工 事 はシ ャベルや エキス カ,

え
凌漢 船な どを使 って行 った。

み ・荒川ができてか らも洪水は起 きたか

を る ら荒川を直 して いる。

(4)指導計 画 と児童の変容

問

題

の

発

見

問
題

の
明
確
化

時

一

1

2

3

の地図)

主な学習活動(教 材) K児 の変容 1児 の変容

43年 の大洪水の写真や地図,体 験談か ら考え 毎年のように来 るか らい 洪水はご飯 も洋服 も大事

とを話 し合 い,当 時の人 々の願 いについ て考 やだ。 みん な生 きて いて な もの も全部 と って しま

こ と を ワ ー ク シ ー トに 記 入 す る 。 くれ よ。 家族 と家で 楽 し う。 もう来 ないで!

洪水の写真 ・被害地図 ・体験者の話) く暮 らせ るよ うにな りた

い な あ 。

呂 呂

43年 と昭和3年 の写真 を比べて,疑 問 に思 っ 昭和は明治より雨が多い 昭和のほうが雨の降った

とを話 し合 い,昭 和3年 に洪水 にな らなか っ のになぜ洪水にならない 量が多いのに,な ぜ避難

由にっいて話 し合 う。 の? しないの?

治43年 と昭和3年 の写真 ・荒川ができる前後 8 8

図) 太 い川 を1本 っ くって水 細 いと水があふ れるか ら,

の逃 げ場 をっ くったんだ。 大 きな川をつ くったんだ。

ε呂

やテ ープか ら,荒 川 をっ くった年数 や大 きさ 校庭4往 復 もあ って思 っ 家や畑を こわ して20年

感 し,疑 問 に思 ったことを話 し合 う。 たよ りず っと大 きい。 もず っとほ ったんだ。

表 ・川幅 と同 じ長 さの テープ) 呂 呂

どんな道具でどんな工事 家に住んでいた人や畑を

をす れば,こ ん な大 きな や っていた人 はどこへ行 っ

川ができるの?途 中で ちゃったのかな?

事故や洪水はなかったの? 1
3 ↓}

1
聖

1
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問
題
4

[

学習問題の予想を立て,学 習計画を立てる。[大 きな川を作 ったのだか また洪水が起 きてほしく

の (前時までの教材) ら,事 故 もあったと思 う。 ないか ら,住 んで いた人

1

明
確 住んでいた人は引 っ越 し たちは家をこわして違 う

1化 たんだよ。 所に住んだんだな。
1 δ 3
5 個 々 に追究 し,グ ル ープ ごとに作品 にまとめる。 死んだ人もいたけれどが 引 っ越 して大変 だ った こ

～ (絵 や 写 真 ・ビデ オ ・文章資料 ・工事年 表 ・個 々 んば ってっ くった努 力の と もあ った けどその おか

追 10 に調 べ た こと) 結晶なんだ。苦労 したん げで洪水が起こらなくなっ

究
だ な 。 た 。

5 呂
す
11 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン を 行 い,と ら え た こ と を ワ ー 荒川をっ くるために住ん 道具で洪水がなくなるよ

る
ク シー トに記入 する。(児 童 の作品) でいたひとたちも努力と うにい ろいろや っていた。

我慢をしてがんば ったん 工事のときに事故 もあっ

だなあ。

呂

た 。

3

12 荒川がで きた後 も洪水は起 きており今でも洪水を 毎年来 る洪水に困 ってい 明治43年 は洪水で荒川

防 ぐ努 力が続 いてい ることを話 し合 い,50年 後 の たか ら荒川をっ くったの。 をつ くって,そ の後 もす

概 地域の人々に手紙を書 く。 その後 も大きな台風がき こい洪水が起 きたから,

念
(前時の作品 ・その後の年表) たの でス ーパ ー堤防 をっ ス ー パ ー堤 防 を っ く って,

く っ た の 。 そ れ を っ く っ 私の家 まで洪水がこなく
化

て くれた人 に感謝 しよ う。 な っ た 。 も し,ま た 起 き

その おかげで,今 幸 せ に た ら,も っとす ごい堤防

暮 ら してい るのだか ら。 をっ くるんだ ろ うな。

(5)考 察

① 地域 の見方 ・考 え方

本小単元 で深 あたい地域 の見方 ・考え方の表を作成す る ことによ り,教 材 を工 夫す ること

がで きた。 また,こ の表 は,児 童 の変容を見取 るこ とに も役立 った。

そ して,K児 や1児 に見 られ るよ うに,児 童 は,洪 水 を防 いで安心 して暮 らしたい とい う

人 々の願 いを実現す るために,地 域 の人々が苦 労や努力 を して荒川 をっ くり,そ の後 も洪水

を防 ぐたあの人 々の努力 は続 いてい る。 それ らのおか げで今 の自分 たちが安心 して生活 して

いることを考え る ことがで きた。

この よ うに,こ れ までの児童 には見 られなか った新 たな地域 をみる視点か ら,児 童 の地 域

の見方 ・考え方を深 め ることが で きた。

② 教材の工夫

・2枚 の写 真を並 べて提示 した ことか ら,「 昭和 の ほ うが雨が 多いの に,な ぜ洪水 にな らな

いのか。」 とい う問 いを もち,洪 水 を防 ぐために荒川 をっ くった ことを考 え ることが で き

た。

・川 幅 と同 じ長 さの テープか ら
,荒 川 の大 きさを実感 し,課 題意識 を もっ ことがで きた。

・荒川完成後 の年 表か ら,今 で も洪水 を防 ぐ努力 は続 いて い ることを考 え ることがで きた。

・2枚 の地 図や川 幅 と同 じ長 さの テープか ら,い ろいろな予想 を立 て ることがで きた。

・写 真や ビデオ,文 章資料 など様 々な資料 を用意 した ことか ら,自 分 に応 じた資料 を選 びそ
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れ そ れ の立 場 か ら,荒 川 を つ くった こ と につ いて 考 え る こ とが で き た。

・ポ ス ター セ ッシ ョ ンで の友 達 の 作 品 か ら,荒 川 にっ いて い ろ い ろ な見 方 を す る こ とが で き

た。

・荒 川 完 成 後 か ら未 来 へ の年 表 か ら,社 会 の変 化 と 自分 の生 活 にっ いて 考 え る こ とが で きた。

V研 究 の成果 と今後 の課題

(1)研 究 の成果

○地域 をみ る視点 を定 め,児 童が見 た り考 えた りす る方法 を表 に記 入 しなが ら明 らか にす る

ことは,地 域 の見方 ・考 え方 を深 め,教 材 の工夫 の仕方 を考 え るの に有 効で ある ことが分

か った。 また,こ の表 は学習 の過程 で児童 の地域 の見方 ・考 え方 の深 ま りを見取 るのに も

有効で あ った。

○ 「なぜ」 とい う問 いが もて る教材 に触 れ ることに よって,児 童 は,課 題意識 を もち,単 元

を通 して意欲 的に追究 し,地 域 の社 会的事象 の意味を考え ることがで きるよ うにな ること

が分 か った。

○ いろいろな見方 がで きる教 材を通 して,地 域の社会的事象 を様 々な立場 か ら考 え ることが

で きるよ うにな ることが分か った。児童が調べ た ことを教材 とし,比 較 で きるよ うに工夫

す ることで,地 域 の見方 ・考え方が一層深 まる ことが分か った。

(2)今 後の課題

○教材の工夫 として掲 げた2点 の ほか に,ど のよ うな工夫が有効 であ るか にっ いて さ らに研

究 を深 めて い きたい。

0「 事実 としてみ る」「関連 のある ものと してみる」 「意味 のある もの と してみ る」 の3つ に

分 けて考 えたが,実 践 を通 して さらに検討 を加 えて いきた い。

○教材 を有 効 に活用 す るための学習活動 や支援 ・評 価 につ いて,さ らに研究 して い きたい。

研究主題 〈第5学 年分科会〉 一 一「

調 べる過 程で,自 らの考えを高め るた めの学習活動 の工夫

1研 究主題 設定の理由

これか らの社会科教育 には,ど のよ うに社会が変化 しよ うとも,自 ら学 び,考 え,問 題 を解

決す る資質や,能 力 を育成す る ことが求 め られてい る。本分科 会で は,こ の観点 に立 ち,問 題

解決的 な学習 を重視 して い くことに した。 児童 は,教 材化 された社 会的事象 と出合 い,問 題 を

発見 し,予 想 を立 て,自 分 な りの調 べ方 で問題 を解決 す る,と いった学習 を して い く。 この こ

とによ り,児 童 は,問 題 を解決 す るたあの手順 や方法 を身 に付 け,問 題 を解決 した充実感 を得

る ことがで きる。 こう した学習 の積 み重 ねが,児 童 の 「生 きる力」 をは ぐくむ ことにっなが る

と考 え る。

しか し,実 際に は,問 題 に対 して予想 を立て られず,調 べ方 にっ いて も見通 しを もてな い児

童 も見 られ る。 また,問 題 発見時 に もった意欲や関心が,調 べ る過程 の中で減退 して しま った

り,追 究 の方 向が問題の中心 か らはなれて しま った りす る傾 向があ る。 この ような実 態 を踏 ま

一一12



え,本 分科 会 は,問 題解決的 な学習 の中か ら,調 べ る過程 にお ける児童 の学習活動 に焦点 をあ

てて研究 し,共 通研 究主題 に迫 ろ うと考 えた。

なお,本 分科会 で は,問 題解決的 な学習過程 において,調 べ る過程 を,計 画 を立 て る段 階か

ら追究 の段 階 まで と規定 した。

ll研 究 の構想

調べ、過程で泊 、轟霧論黒一 「

研 究 の ね ら い
児童一人一人が自らの考えを もつために,調 へ る過程での交流の場の有効性を明 らかにする1

研 究 の 仮 説_

調べる過程で,各 段階に応 じた交流の場を設定 していけば,児 童 は,自 分なりの見通 しをもって追究を

始め,意 欲を持続 させなが ら追究を続け,自 分なりの考えを高めることができる。

研 究 の 内 容 ・ 方 法

◎ 交 流 と は … …

「人」 との対話… …児童相互,教 師,家 族,地 域の方 々,専 門家 な ど

「もの」 との出合 い……教材,文 章

◎調べ る過程
一

交流1(追 究の前の交流)
計

亘
呂

珂

塞

交流II(追 究の途中での交流)

交流III(追 究の後の交流)

⇒ 見通 しを もっ
⇔

⇔

意欲を持続する4→ レ

⇔
⇒Lig えを高める ⇔

自

己

評

価

力

i

ド

○学習の振り返 り

○課題の確認

○教師の見取 り

○教師の支援

目 指 す 児 童 像
○社会的事象に対 し,興 味 ・関心をもち,自 分なりの見通 しをもてる子ども

○意欲的に追究 していく子ども

○自分なりの考えを高めることができる子ども

皿 研究の内容 ・方法 について

1交 流 につ いて

問題解決的 な学習で は,児 童 が見通 しを もち,意 欲 を持続 させ なが ら追究 を続 け,自 分 な り

の考え を高 めて い くことが大切で あ る。 本分科会 で は,そ の調 べ る過程 の各段階 に,「 交流 」

という学習活動 を設定 した。「交流」 とは児童相互 ・教師 ・協力者 といった人 との対話,教 材 ・

資料 ・児童 の作品 とい った もの との出合 いな どの総称で ある。調 べ る過程 の各段階で の児童 の

っ まず きや行 き詰 ま りを,交 流 によ って解 消 した いと考えて いる。
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(1)交 流1(追 究の前の交流) ・≒〉 見通 しを もっ

実際 に追究 を始 める前 に,児 童 は,自 らの学習課題 を作 り,予 想 を し,調 べ方 の計画を立

て る。 しか し,ど の児童 に もこの活動 をス ムーズに行 え るとは限 らない。何 を課 題 と して い

いかわか らない児童,予 想 を立 て られない児童,ど んな調 べ方 をすれば よいか迷 って しま う

児童 も見 られる。 そ こで,小 集 団 また は学級全体 で,発 表や話 し合 いを行 うことに した。他

の児童 の発表 を参考 にす る ことか ら,自 らの課題 や予想,調 べ方 の計画が立 てやす くな る。

また,児 童 によ って は,教 師が支援 を行 って共 に計 画を立て る こと もあ り得 る。 さ らに,予

想 をす ることが困難な問題 に対 して は,新 たな資料や実物 の提示 によ って,予 想 を しやす く

す ること も考 え られ る。

(2)交 流ll(追 究 の途中で の交流) ⇒ 意欲を持続する 軌道修正する

調 べ る過 程 で は,個 別 に,ま た は小 集 団 で の追 究 活 動 が 展 開 され る。 だ が,追 究 を続 け て

い る うち に,「 資 料 が み っ か らな い」 「わ か らな い こ とが あ る」 な どの 理 由で,意 欲 が 減 退 し

て しま う こ とが あ る。 また,追 究 の方 向 が 問題 の 中心 か らは なれ て しま う こ と もあ る。 こ う

した と き,情 報 交 換 や 中 間発 表会 とい った 話 し合 いの機 会 を もっ こ とに よ って,解 決 す る こ

とが で き る。 しか し,児 童 相 互 の 交 流 だ けで は解 決 で き な い こ と もあ る。 そ の場 合,ビ デオ

や 写 真,イ ンタ ー ネ ッ ト等 の 資 料 との 交 流 や,教 師 や専 門 家 な ど との交 流 に よ って,行 き詰

ま りを打 破 させ た り,軌 道 修 正 させ た りす る。 ま た,こ の 段 階 で,「 分 か らな い こ と」 の 解

決 手 段 と して,見 学 を行 う こと も有 効 で あ る。

(3)交 流 皿(追 究 した後 の交流) ⇒ 考えを高める

課 題 を 追 究 し終 え た と き,「 で き た!」 と い う達 成 感 は大 切 に した い 。 しか し,そ れ で満

足 して しまい,ほ か の課 題 につ い て興 味 を示 さ な い場 合 が あ る。 社 会 的 事 象 は,た くさん の

事 実 か ら成 り立 って い る。 そ の た め,一 つ の 事 実 だ けで は,そ の全 体 像 が 分 か らな い こ とが

あ る。 さ らに,個 々 の追 究 で は,見 落 と して しま った り,気 付 か なか った りす る こ と もあ る。

そ こで,追 究 を終 え た児 童 相 互 で 交 流 させ,多 くの事 実 を 自分 の もの と し,全 体 像 が 見 え る

よ うにす る。

一 方 ,児 童 の力 で はす べ て を調 べ き る こ とが で きな い課 題 もあ る。 そ の 場 合,教 師 や 資 料

との交 流 に よ って 気 付 か せ る。 さ らに効 果 的 な の は,専 門家 との 交 流 で あ る。 実 体 験 を聞 い

た り,質 問 した りす る こ とに よ って,そ れ ま で 見 え な か った こ とが 見 え,自 分 な りの考 え も

深 ま る もの と考 え る。

2自 己評 価 カ ー ドに つ い て

本 分 科 会 で は,自 己評 価 カ ー ドを 活 用 して,児 童 の活 動 を見 取 って い く こ とに した。 毎 時 間

の学 習 で,気 付 いた こ とや 分 か っ た こ と,困 って い る こ とな ど を書 く。 ま た,自 分 の 活動 にっ

いて 自己 評 価 す る カ ー ドで あ る。 この カ ー ドを使 用 す る こ とに よ って,児 童 は,自 分 の学 習 を
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振 り返 る ことが で き,自 らの課 題 を再 確 認 す る こ とが で き る。 教 師 に と って は,児 童 が ど う い っ

た こ とでつ ま ず い て い るか,ど の よ うな交 流 を行 う こ とが必 要 な の か を知 る,大 切 な 資料 とな

る。 さ らに,教 師 が コメ ン トす る こ と に よ って,個 に対 応 した支 援 が で き る な ど,有 効 な手 段

と考 えて い る。

(自 己評 価 カ ー ド例)

月

日

学 習す る

こと

気 が付 い た こ と ・分 か った こ

と ・困 って い る こ と

楽 しく学習

で きた

学習が

分か った
交流で きた 検印

/ ABC ABC ABC

3学 習 問題 につ いて

交流 の もたせ方 と同時 に,学 習問題 について も考 えた。 まず,学 習 の進 め方 を,児 童 の視点

で考 えた。 は じめにいろいろな事実 を知 る ことか ら,次 に 「なぜ」 とい う疑問 や 「や ってみ た

い」 とい う気持を もっので はないか と考 えた。

そ こで,単 元の は じめ には,事 実 をあ りのままに調 べ るための,事 実追究型 の学習 問題 を設

定 した。次 に,調 べた事 実 を もとに して,さ らに発展 させた論理 的追究型や,体 験型 の学 習問

題 を設定 して,児 童 の考 え を高 めて い くよ うに した。

(事実追究型→論理 的追究型の例 「伝統工業 にたず さわ る人 々』)

和紙 と洋紙 の違 いは何 か

らお きて いるのだろ う ⇒
なぜ和紙 は

な くな らないのだろ うか

(事実追究型→体験型 の例 『放送 局で働 く人 々』)

本 物の ニュースは ど うや っ

て 作 られ て い るの だ ろ う
[⇒ 調 べ た こ とを もと に,

○ ○ 小1分 間 ニ ュー ス を作 ろ う
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1

一
①

1

IV実 践事例

1小 単元名 「放送局 で働 く人 々」

2評 価基 準

社会 的事象への関心 ・意欲 ・態度 ニュースを作 ることを通 して,放 送 に携 わ る人 々の工夫や努力 にっいて調べ よ うとす る。

社会 的な思 考 ・判断 ニ ュース作 りを通 して,日 常生活 と情報 の深 いかか わ りにっ いて考え る。

観察 ・資料 活用の技能 ・表現 調 べ た ことを もとに,協 力 しなが らニ ュースを作 る。

社会 的な知識 ・理解 ニ ュースの制作や調べ る活動 を通 して,放 送 に携 わ る人 々の仕事を知 り,工 夫 ・努 力 につ いて理解 す る。

ね ら い(時 間) ○主な学習活動と内容 調べ方 ・資料等 評 価 交流[1～ 皿は研究構想図参照]

・本物 のニ ュー スとアナウンスの仕 方や 〇ニュー スの映像(音 無 し)を みて アナウ ンス原稿 を考える。 ・実 際の ニュー スか らとった映 ・映 像に合 わせての原 稿作 りや ア ・お 互いの アナウ ンスを聞 き合 い意 見交換

内容 を比べ ることか ら学習問題を作る。
・何字 ぐらいの原稿を作れば いいのか な。 像 ナウンスを意 欲的に行 う。[関 ユ をす る

(1) ・見ている(聞 いてい る)人 に分か りやす く伝 えよ う。 ・ニュースにかかわ る必要事項 ・自分たちのアナウンスと比ベニュー ・学級全体で,比 べた感想 を話 し合 う。

○実際の映像に合わせて アナ ウンスを してみる。 ・実 際に放映されたニ ュース スの作 り方に関心 を もっ。[関]
つ ・時間が足 りない。(あ ま る。)

・読み間違 うとあわて ちゃう。
か

○ 本物 のニュー スを見て,自 分 たちのアナウ ンスと比べるp
・や っぱ りわか りやすい。

む ・時 間 もぴ った りだ。

本物 のニ ュー スは どうや って作 られているのだろ う,

・様 々な資料の活用,見 学を通 してニ ュー ○ ニュー スが放送 され るまで に必 要な仕事 を 予想 し,話 し合 う。
・小冊子 ・ニ ュ ー ス作 りに っ い て ,必 要 な ・個々の チ想を もとに,班 ごとに話 し合 う。

スの作 り方をっかむQ(2～6) ・時間を計 った り,アナ ウンスしたり,カ メラの仕事 が必 要だ。 「テ レビ番組 がで きるまで」 資 料を探 し,課 題 にっいて班 で 〔Il

・ニ ュー スの作 り方をまとめる(7) ・指 示を出すff=事 もいるん じゃない。 ・ ビデ オ 調 べる。 〔技〕 ・調べ方にっ いて話 し合 い,分 担 をする。

・調べた ことを もとに自分 たちで実際 に ○調 べる計画をたて る。 「週 間子 ど もニ ュー スが で き ・資料の活用や,見 学を通 してニュー 〔圧]

ニ ュ ー ス を 作 る。(8～9) ・何 を使 って調べ るようか。 るまで」 スを作 る人 々の仕事 にっ いて知 ・調べ た ことを話 し合い,わ か らなか った

・ニ ュー スを 見 合 い ,ア ドバ イ ス を もと ・分担 して,調 べよ う。 (NHK広 報室) る。[知] ことを明確にする。[Hコ

に 昇直 しを し,番 組を作 る[1夫 や努 力 ○計 画に沿 って調べ る。
・教科書 ・班で役割を分担 し,進 んでニュー ・見学 を してわか らなか った ことを解 決す

に気付 く∩(10～11) ONIIKス タジオパー クを 見学す るり
・児竜相互 の意 見や感 想NIIK ス作 りに取 り組 もうとす る。[関 〕 る。[瑚

調 ○ 凋べた ことを まとめ る。 の方の ア ドバ イス,話 ・表現方 法をL夫 して ニュー スを ・班 ごとの意 見を交換 し合 い,ニ ュー スの

・どんな人た ちが,ど ん なものを使 って,ど のよ うに作 って いるのか。 f乍る。[技] 作 り方をま とめ る。[皿 〕

べ ・友達 の意 見やNIIKの 方の話 を ・班 ごとに話 し合い なが ら計 画をたて る。

1調 べた ことを もとに,T小1分 間 ニュースを作ろ う。1
聞 き,作 った ニュー スの改 善点 [Il

る や放送に携わる人々の工夫や努 ・班 ごとに話 し合い,協 力し合いなが らニュー

○ニ ュー ス作 りの計画を たて る。 カに気付 く。[思 〕 スを作る。[H]

01分 間 のニュー ス作 りをする。
・作品 を見合 い,お 砿いの 考えを聞 いたり

(取 材,台 本作 り,撮 影,編 漿等。) 比べたりする。[瑚

○で きあが った作品 を見合い,意 見交換 し,NIIKの 方か らア ドバイ スを受け,番 組
・NHKの 方 の意 見を聞 き,放 送 に携わ っ

作 りにかか わる話 を聞 く。 ている人たちの工夫や努力に気付き考え

・アナウ ンサーは原稿 ばか り見ていてはいけないんだ。 を深 めるD〔 皿コ

・気付か なかったけど,そ んな工夫を してい るんだ。

○不足 を付 け加 えた り,再 編 集 した りして,作 品の 勇直 しをす る。

ま 。ニ ュースを見合い,活 動 を振 り返 るり O完 成 したニュー スを見合い,良 くで きた点や 誇労 したことなどを話 し合 うQ ・ワ ー ク シ ー ト ・ニ ュース作 りを通 して,番 組 を ・!軽体で 作品を 見合い11夫 や苦労な どを話

と (12) ・決 められた時間 で必 要なことを伝え るの は大変だ。 作る人々の 工友や努力に対 して, し合 う。

め

る

・専門家が それぞれの力を出 し合 ってい るんだ。 白分の考えを もつ。[思 コ

旨 「



V児 童の変容

S児 の 変 容 の 様 子 交 流 ・ 学習活動 0児 の 変 容 の 様 子

本物のニュースはどうやって作 られているのだろう。

(予想)
・(仕 事の名前を列記)

(考察)
テレビ番組への出演経験もあり、番組
制作の様子はほかの児童より知ってい
る。その時の様子をもとに、多 くの名
前をあげた。

ニュースが放送 されるまで

の仕事を予想する。

交 流 ■

←鐙望灘言書勢

(発言 ・予想)

⇒

一
姶
・
郭
流
つい
哲

交
麓一鰹

交 流 ■正
調べたことを話 し合い

(予想)
・ビデオカメラを使う。

(考察)

事 前の調査では 「ニュースはほとんど

見てない」と答えた。ニュース制作 に
ついて も興味がなく、今まで意識 した

ことがないようで、うまく予想が立て

られなかった。 しか し、[交 流1]を

通 してS児 などの意見により、学習に

対す る手がかりを得て、意欲的に学習
に参加するようになった。

っ た 。

よ か っ た 。

(考察)

(役割)

⇔ 分からなか。たことを ⇒
(発言 ・予想)

人 がいたり、一人一人大

ことが分かった。

ウンサーは大変だと分か

スターに感想を入れると

明確 にする。 ・いろいろ聞 く。
・記者が現場に行 っ

どんなニュースを
一 交 流II一

見学をして、わからな
かったことを明確にす
る。

(考察)

資料の内容がニュー
いため、どの部分を

か らなかった。 しか

より、S児 に教えて

とめられた。また、

中継にはいくっかの

知 った。自分 も記者

思 った。

はグループの中心になっ
べ る内容をあ らか じめ分

た ものをポスター形式に

児に対 しては、調べ るこ

どを詳 しく教えていた。

一 交 流 皿

班ごとに意見を交換 し
合い、ニュースの作り
方をまとめる。

調べたことをもとにして、 「T小1分 間ニュース」を作 ろう。

一兼カメラマン

!

⇔

1

交 流 ■

饗纏 撚 びが
1

⇒

1

(役割)
記者(中 継アナウ

(発言 ・感想)

アナウンサーのT君 と記者の0君 がよ

かった。

交 流 ■1

班 ごとに話 し合い、協

力 し合 いながらニュー
スを作 る。

[交流皿]に

交 流 皿
作品を見合い、お互い
の考えを聞いたり、比
べたりする。

(発言 ・感想)

今 日はす ぐにできる状態だったか ら楽
だった。

(発言 ・感想)
・どの作品も楽 しか ったです。

・NHKのMさ んの話はとて も分か り

やす くテ レビのことを言って くれて

よかった。
・週 に1度 テレビ発表 というのを作 り

班 ごとに続けてみたいです。

(考察)
S児 は、 自分たちの作品に不満な点が

あり、発表の直前まで 「編集 し直 した
い」と言 っていた。[交 流皿]に より

他のグループの作品を見たり、NHK
のMさ んのお話を聞いたりして、新た

な課題を考えさらに意欲が高まった。

⇔ 交 流 皿
NHKの 方の意見を聞
き、放送に携わってい
る人たちの工夫や努力
に気付き、考えを深め
る。

⇒

(発言 ・感想)
・みんなの(作 品)は カメラが ぐらぐ

らしていた。
・自分 も、カメラを向いて話 した方が
いいと思 った。

(考察)

制 作中は原稿 を読むことが精一杯であ
った。[交 流 皿]に よ り、ほかのグル
ープの作品を見たり

、友達に指摘 され
ることで、足 りなかった自分の工夫に
ついて、気付 くことがで きた。また、

意欲も向上 した。
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VI研 究の成 果 と今後の課題

1研 究の成果

○追 究の前 の交流 によ り,児 童 は,そ の学習 に見通 しを もっ ことが で きた。

○調 べ方 につ いて交流す ることによ り,児 童 は多様 な調べ方 を身 に付 け,活 用 で きるよ うに

な った。

0追 究 の途 中での交流 によ り,意 欲を持続 させ なが ら追究す る ことが で きた。 また,問 題 か

らはなれて しまった児童 の軌道修正 もで きた。

○追 究 した後 の交 流 によ り,様 々 な事実 を共有 し合 い,自 らの考 えを広 げ ることが で きた。

○専 門家 との交流 により,児 童 は自分た ちで は追究で きなか った ことに気付 き,考 えを深 め

ることがで きた。

○調 べ る過程 での 自己評価 カー ドの活 用 は,児 童一 人一人 の気付 きや疑問 を,交 流 の場 に生

かす ことがで きた。

2今 後 の課題

○調べ る過程 で,い っ,ど のよ うな交流 を設定 す るか,さ らに吟味を重ね る。

○教材 に合 う交流 の内容(人 との対話,も の との出合 い)を 検討 して い く必要が ある。

研究主題 〈第6学 年分科会〉

社会的事象に主体的にかかわることができる教材の工夫i

～「人」に目を向けて～1
-一 一

1研 究主題設定 の理 由

社会 的事象 を認 識す る力 は,自 分 な りの考え を もっための大切 な要素 であ る。 しか し,6年

生 の歴史単元 の内容 は多岐 にわた り,情 報量 も多 い。6年 生 の発達 段階 では,歴 史 を情意的 な

側面か らとらえよ うとす る傾向がみ られ る。そのため,知 識を網羅 的に扱 う指導が先行す ると,

歴史嫌 いになる傾向 に陥 りや すい。 そ こで,確 かな事実 を認 識 し,人 物 に共感で きるよ うにす

るこ とが重要で ある と考え た。

そ こで,人 物 にか かわ る社 会的事象 を選定 し教材化 す る うえ で,「 願 いを社会 の中 に実現 し

よ うとす る姿」 が表 れてい る もの を取 り上 げ ることが必要 で はないか と考え た。 これ によ り,

児童が思考の過程で社会的事象 を相互 に結 びっ け,主 体 的に社 会的事 象 にかかわ って いける社

会科学習が可能 になる もの とと らえた。

さ らに,「 歴史上 の人物」 の願 いや思 いが表 れた社会的事象 を教材化 す るた めの工夫 の視点

か ら,授 業作 りをす る ことによ り,自 分 な りの考 えを もち意欲 的な社 会科学 習が実 現で きる こ

とを期待 し,上 記研究主題を設定 した。
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】

H研 究の構想図

教師の願い

社会的事象に主体

的にかかわろうと

する子 どもを育て

たい。

児童の実態

歴史学習への関心

が高く、調べ学習

に意欲 的 で あ る

が、考えに深ま り

がない。

全体研究主題

自分な りの考えをもち意欲的に追究する社会科学習

↓ ↑

薩構簾郵舵蒜謹 器選;撫碇冥1
～ 「人」 に 目を向けて～

↓ ↑

研究のねらい

社会的事象に主体的にかかわる子を育てるために、
「人」にかかわる社会的事象の選定方法やその教材化

をどのように工夫したらよいのかを明らかにする。

↓ ↑

研究の仮説
「願いを社会の中に実現 しようとする姿」を視点とし

て、「人」にかかわる社会的事象 を選定 し、その教材

化を工夫すれば、主体的な活動が展開され、 自分な り

の考えをもてるであろう。

社会の要請
「生 きる力」をもつ

子どもの育成

教 育 課 程 審 議 会

国 際 社 会 に 生 き る 資

質 の 育 成

・日本や世界の諸事情を多面釣

に考察し、公正に判断する能

力や態度

・国土や歴史への理解と愛情

・国際協鯛の精神

第6学 年社会科の

目標

↓ ↑

研 究 の 内 容

願いを社分の中に輿現しようとする盗

当時の

世の中の隙子 「人 」

前の時代とのつながりやちがい

当時の

人々の生活

↓
【選定された社会的事象教材化の工夫】

1,体 験や具体的

な作業を取 り入

れ られ るもの

2,共 感 ・感 動 ・3,知 的好奇心 を

驚きがあ るもの ゆさぶ るもの

4,子 どもに身近で、

興 味 ・関心 が もて

↓㊥
↓

社 会 的 事 象 に主 体 的 に か か わ る 児 童
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皿 研究の内容

1「 人」 にかかわ る社会 的事象選定 の視 点

歴史単元 では……

①願 いを社会 の中 に実現 しよ うとす る姿 が見 え る。

②当時 の世 の中の様 子が分か る。

③当時の人 々の生活が分 か る。

④前 の時代 とのつ なが りやちがいが分か る。

【教 材 分 析1】

上記の4点 の中か ら,特 に① の視点か ら,「 人」 に対する教材分析 を行い,単 元名(中 心内容)を 決定する。

i人物が歴史の流れの中でi

i果た した役割の分析i

/「 人 」 ＼

＼ 、懐 川家光 ノノ

「果た した役割」

江戸幕府の土台を築いた徳川家光

【教材分析2】

4っ の視点 か ら単元内容の分析 を行 い,単 元で とらえさせ たい社 会的事象 の視点を明確 にす る。

4つ の

視点か

らの単

元内容
の分析

①願いを社会の中に実

現 しようとす る姿

② 当時の世の中の様子 ③ 当時の人々の生活 ④前の時代 とのつなが

りやちがい

↓

0江 戸幕府の力を安定
させ よ うとして、新 し

い方策を打 ち出 した。

②戦乱の世の中が終わ
り、安定 した世の中を

求めていた。

↓

0士 農工商の身分制度
の中で、それぞれの生

活の様式があった。

↓

O藩 ができ、幕府を中
心 とした中央集権国家

ができてきた。

【教材分析3】 「人」 にか かわ る社会的事 象を4っ の視点か ら分析 す る。

②戦乱の世の中が「画 鞭 あ劉 一徳川 家光 0江 戸幕府の力を～
○

④ 藩が で き～
[参勤交代 ○ 0

　
レV㌔

生まれなが ら将軍皿 ○ ○

武家諸法度 ○ ○ ○ ○
島原の乱 ○一一一一一一
踏み絵1　

○一 一 一
〇 ○ 一

出島10
　=… 一一一 一

『一■
1鎖国令 忙6

一
〇10 ○

士農工商 ○一 ○ ○ OI
慶安の雄i瓢 ○ ○ ○

一
〇1

_、^__V_,____V7認 、へ__へ._V＼ ___4VV)V=.、 ～ 、/)♂ 順^.__へ^__、.VJこ 八_一 へ_)_ハ _広1

2社 会的事象教材化 の工夫

児童 が実際 に社 会的事象 にかかわ るのは,学 習活動 で ある。 以下の よ うな視点か ら学習活動

を工夫 し授業実践 を進 め ることによ り,研 究主題 に迫 ってみた。

【「江戸幕府 の土台 を築 いた徳川家光」 における社会的事象教材化 の例】

1,体 験や具体的な作業 を

取 り入れ られ るもの

の
㌔・J琵章」権 々1塑 璽 ∴…'

2,共 感 ・感 動 ・驚 きが

あ る もの

・劇 化 で き そ うだ
。

・前 の時代 との違いが考 えられれそ うだ。
・なぜ、大名たちは逆らえなか ったのかに

興味 ・関心が高ま りそうだ。

・家光の話には驚 くだ ろう。

r・ともに身近で、

興味 ・関心が もてる活動

・日光東照宮の見学が生かせそ うだ。
・追究の場面 で、個 々の課題選択が でき

そ うだ。
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W

1

2

時1

実 践事 例 「江戸幕府 の土台 を築 いた徳川 家光」

小単元のね らい 徳川家光 は,

を中心 とす る武士 の世 の中を確立 してい った ことを理 解す る。

指 導計画 と授業の実際(★ 教 師の働 きか け)

ね らい 1三な学習活動と内容 資料

幕府 の基盤 を固あ るたあ に様 々な統制 を行 い,江 戸幕 府

10家 光の大名
旨
に対する言

葉から家光

Eが 将軍の権

1
威を高めよ

1う とし偲
1し ・や 原頁し・を

・「生 まれ なが らの 将

軍 」 の場 面 を劇化 す

る。

・大 名に 自分 が な った

と した ら,ど ん な こ

とを思 った か発 表す

る。

劇化、。。L家 光。そ。時。気持

かむ ちを予想 し発表す る。

・自分が 感 じた家光 の

人物 像 を ワー ク シー

トに記 入 し,発 表 す

る。

酵 欝!
i/1

　.℃

ブ
、
.F{

"

2

○家光は政矧'鮪 が開かれてから

を固 め るた

め に他 に ど

んな・とを1

したのかを[

調べ,学 習

問題を作り1
　

学習計画をlI

た て る。1

の百 年間 の絵 年 表を

見て,政 権 を固 め る

ため に行 われ た こ と

を予想 す る。

・学習 計画 を作 り,学

習計 画 をた て る。

・家光の肖

像画

・日光東照

宮の写真

・「生 まれ

ながらの

将軍」の

場面の想

像図

・家光の扮

装

1児(歴 史に興味があり,意欲的に調べ学習に取り組む)

大 名 の気持 ち

・なん と生 意気 な ことを い うの だ。

・家 来 に して しま う と言 って,自 分

に 自信 があ る人 なん だ な。

家 光 の気持 ち

・み な は祖 父 と父 の仲 間 だ 。 しか し

私 は そ うだ か らと い って 安 心 して

は い け ない。 み な に家 来 にな るか,

な らないか心 を決 めて もらお う。

匿 の原飼
・自分の 位の 高 さを知 らせ た い。

★家 光 の言 葉 か ら,家 光 の ど ん な願

いを予 想で きますか 。

Y児 伯分の考え噸 重で発討 ること崔 え蹟 ある)

大名 の 気持 ち

・昔 は,家 康 や秀忠 と同 じよ う1こ戦 っ

て きた の に,な ぜ,家 光 が 私 た ち

の将 軍 なん だ ろ う。

家光 の気持 ち

・私 は この 中 で一 番 偉 い 。 だ か ら,

何 を言 って もいいだ ろ う。

家 光 の願 い

・い ろん な 言 葉 を言 っ て,み ん な に

納得 して も らお うと した こと。

★ 劇 で の 様 子 を思 い 出 し,自 分 の感

想 を書 いて ごらん。

額
「
℃

べ

・絵 年表

【ク ラスの学 習問題 】

家光・鞭 蔚 ・胎 ・築… め・・個 ・ことはなんだ・・1

【1児の学習問題

参勤交代 】/2t.ri;'ec!lre,fik[I

I★ 絵 年表 の 中か ら,家 光 の 「願 い を社 会 の中 に実 現 しよ うとす る姿1を 感 じ

1と れ る ような興 味 の あ るものを え らんで ご らん。

★ 図書 館 か ら,資 料 を集 めるの もいいね 。

「 一一嚥 】
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3

～

5

10各 自の学 習

計 画に そ っ

て調 べ,新

聞 やパ ンフ

レッ トな ど

にまとめる。

6

○調べたこと

を発表 し家

光が行った

統制の意味

や時代の様

子をっかむ。

学習 計 画に そ って調 べ

る。

・ま とめ方 は新 聞や パ

ンフ レ ッ トな どの ま

とめ やす い方 法を 選

択 す る。

蝋国蝋 の

賜 鱗 ・
召本商

・参考図書

・教師作成

の分野別

資料

'パ ンフ レ ッ トに ま とめ る。!パ ンフ レッ トに ま とめる。

「大 名 は何 度 も江 戸 と国 元 を 往 復す 「家 光 の取 り締 ま り方 か ら,家 光 は

る ため,費 用 が か か り,大 きな負 』厳 しい人 なん だ な と思 い ま した。」

担 とな っただ ろ う。」 ★ キ リス ト教 を 取 り締 ま る た め に,

★ 友 達 の調 べ た こ と も参 考 に して こiど ん な こ とを したの かな。

らん。

輔 ジのタソ

捕らヤ)鮪

黙
樋顧 ぐ働 単R胤 の、

'賄 舳
囎 崎・漉 魁

2賄 塀 国1源
・、瞭止可ち

こ嘲 備 り・

畷 。
`凧 伽

」1・日柚 軸
る

備 靱 撫 ら死男
。う

蟻 新闇総 議勲

轟獄雛

厨 札観 いう
.

一⊥ 一

・調べ た内 容 の発表 を

行 う。

・「家 康 への 手紙」 を,

家光 の立 場 に なって

書 く。

4粛轟}翫

蹄

ノ

ギ盤

烈

ロ

　

w
4

、

q
ン

L

↓

」

1

市騨馨

一⊥一一一.

家康への手紙
■一

私,家 光 は 家 康 様 の 江戸 幕 府 の

土 台 を築 くべ く,家 康 様 が 出 し

た武 家 諸 法 度 に参 勤 交代 を 加 え

キ リス ト教 は民 が団 結 し一 揆 を

起 こ さ ぬ よ う禁 止 しま した。 鎖'・

国 令 も出 し,貿 易 を一 部 の国 の

il灘劃
《1児 の変容》 、

◎ 自分 で追 究 した事 象 は,学 習 問題

の 「参 勤 交 代」 に と ど ま らずt家 光i

にか か わ る もの を多 く取 り上 げ,パ
b

ン フ レ ッ トに ま と め た 。 ま た,そ れ1

祖 父,家 康 様 。 私 は,昔,口 数1

が少。か。た。れ。,今 。。洲

大名に戦いを挑むほどになりま

した・私・・19歳 で騨 ・な酬

参勤 交 代 を定 め,鎖 国 令 を 出 し,,
　

襲驚 齢 慧∵1
ます 。 父 の死 後,独 自 の政 治 を

は じめ ま した。 で す が,幕 府 のi

財政が乱 くなり,つ らい状1兄1
il

で あ り ます 。 それ で も,私 は こ1

。世を平和。し。。く。とを目1

標 に して い ます。

《Y児 の 変容》

1
それ の 事 象 は家 光 の 幕府 のil台 を 築1◎ は じめ は あ ま り,家 光 に魅 力 を 感 幽

きた い とい う願 いを 中心 に して,1児1じ て い なか っ た。 学 習 問 題 の 「キ リ

な りに理解 してい た。}ス ト教 と鎖 国 」 につ いて,自 分 な り

tに追究をしていく過程で,厳 しい取

fowrt・ を・… 家光・姿・,第1[

時の劇の体験を重ね合わせなぜその

1。,な 態 度 で臨 ん で い 。 た。 か 、.1

綴諾蹴犠劃
コ

1く こ とを 目標 と して い る」 と ま とめ 幽

J て い る
。

」L-一 一 一 一一 一_」
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司

3考 察

家光 の 「生 まれ なが らの将軍」 の話 は,子 どもた ちに家光 がおかれて いる立場 を,具 体的 に

そ して よ り印象 深 くっ か ませ るのに効果 的で あ った。 第1時 の1児 の 「家光 の願 い」 には,

「自分 の位 の高 さを大 名 に知 らせ な ければ な らなか った」 という家光 の立場 が,劇 化 によ って

予想 されて いる。 家光 の姿 を,導 入部 において劇化 によ り感 じ取 った ことは,い つ も何 を焦点

に して調べてい くのかを,は っきりとさせる ことにな り,児 童の追究 もよ り意欲的 な ものにな っ

てい った。 また,ま とめの段階で は,自 分 の調べ た もの と比較 ・検 討 しなが ら,友 達 の発表 を

聞 くよ うにな り,さ らに事象 と事象 とを関連付 けて考 え ることがで きた。

「家康 へ の手紙」 に表 れた1児 の まとめで は,自 分 は家光 と して祖父の業績 を継承 し,な お

かっ 自分 な りの政策を立案 し,江 戸幕府 の土台 を築 いてい った という家光の意志 を読 み取 るこ

とがで きた。 そ こには,家 光 の将軍 としての権力者 の姿 だ けでな く,家 光を よ り身近 な存在 と

して と らえ た子 ど もの意識 を感 じ取 る ことが で きる。

また,Y児 においては,第1時 の 「家光 の願 い」 の予 想で は,「 みんな に納得 して もらお う

と した」 という本人のや さ しい性格 を感 じさせ る感想 を書 いてい たが,ま とあの 「家康 への手

紙 」の 中で は,「 幕府 の財政 が苦 しくな り,つ らい状況 ではあ りますが,こ の世 を平 和 に して

い くことを目標 に して います」 とい う家光 と しての力強い決意 に変容 して いる。歴史的事象 を

学 んで い く過程で,家 光 の願 いにいつ も焦点 を合 わせてい った ことによ り,家 光 の願 いの強 さ

を学 んで い くことがで きたので はないか と思 われ る。

V研 究の成果と今後の課題

1研 究の成果
ド き

学 習内容の精選1

ド 　

i関 連 付 けた思考 が1
　 き

自分な りの考えへi

ド 　

i課 題 の 明 確 化 が,lIl

:意 欲 的 な追 究 へ1

正醜 欝 鍵瀦
し鴇繍 灘 鰭とIJ合1慰

容 を精選 す ることがで きた。 また,事 象 と事象を関連付 けた思考 も

1で きるよ うにな り,歴 史や これか らの 自分の生 き方 にっいて,自 分

な りの考 えを もっ ことがで きた。

・共感 や驚 きのあ る教材提 示や活動 を取 り入れて い くことによ り,一

人一人 の課題 が明確 にな り,意 欲的な追究活動がで きた。

2今 後の課題

「選定 の視点」 かi

らの分析 と検証

i活 動場面 の設定 と1

深 い教材分析

・今回の実践 で は,「 選定 の視 点」 を挙 げるまでに時間 を要 し,一 部

の単元 で しか実践 で きなか った。 したが って,す べ ての単元 を 「選

定 の視点」 か ら分析 し,検 証を重ね る必要が ある。

・児童 の興 味 ・関心 を高め,意 欲的な追究がで きるよ うに,多 様 な調

べ活動 や体験 的な活動 の場を設 けると同時 に,指 導者 自身 の深 い教

材分析 が大切 であ る。
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研究の成果 と課題

く研究 の成果〉

○ 地域 にある素材 を見 っめ直す ことによ り,児 童 によ り身近 な ものを教材 化す る ことがで き

た。 その結果,児 童 は教材 を身近 に感 じとり,学 んだ ことを生 活 に生 か し,自 らかかわ ろ う

とす る姿 もみ られた。 また,学 びの姿 を分析 す ることにより,教 材 との出会 いや教材へ の働

きか け,教 材 を通 した生活 の見っ め直 しとい う児童 と教材 とのかかわ り方 を明 らか にす る こ

とがで きた。(身 近 な素材の教材化)

○ 地域 をみる視点 を明確 にす ることによ って,地 域 の見方 ・考 え方 を深 あ るたあの教材 の工

夫 を考 える ことが で きた。 また,学 習 の過程 で地域 の見方 ・考え方の深 ま りを見取 るのに有

効で あ った。(地 域 をみ る視点の明確化 と教材の工夫)

○ 「なぜ とい う問 いが もて る教材 」 は,課 題意 識 を もち,単 元 を通 して意欲的 に追究 し,地

域 の社 会的事象 の意味 を考 え るのに有効 で あ った。 また,「 いろいろな見方 がで きる教 材」

は,地 域 の社会的事象 を様 々な立場 か ら考 え るのに有効 であ った。 さ らに,児 童が調べ た こ

とを教材 として比較 で きるよ うに工夫 す ると,地 域 の見方 ・考え方が一層 深 ま った。

(多面 的な見方 がで きる教材の工夫)

○ 調べ る段階で どのよ うな ことでっまずいて しま うかを 自己評 価 カー ドで見取 り,そ れ に応

じて児童同士 ・教師 ・協力者 ・資料 な どとの交流 を もたせた。 この ことによって,児 童 はそ

の学習 に対 して見通 しを もてるよ うにな り,意 欲 を持続 させなが ら追 究 して い くことが で き

た。 また,調 べ た ことを児童同士 で交流 し合 うことによ って,児 童 は様々 な事実 を共有 し合

い考え を広 げる ことがで きた。(相 互評価の場の工夫)

○ 「願 いを社 会の中に実現 しようとす る姿」を視点 とし,「 人」 にかかわ る社会的事象 を選定

した単元 を構成 して い くことによ り,学 習 内容 を精選 す ることがで きた。 また,事 象 と事象

とを関連付 けた思考 もで きるよ うにな り,歴 史 や これか らの生 き方 にっ いて 自分 な りの考 え

を もっ ことが で きた。(教 材選定 の視点 の明確化 による学習内容 の精選)

○ 共感 や驚 きのある教材提示 や活動 の取 り入 れによ り,一 人一 人の課題 が明確 にな り,意 欲

的 な追究活動がで きた。(共 感や驚 きの ある教 材化 の工夫)

〈今後の課題〉

・ 単元 のね らいに到達 す るため のよ り細 か い地域素材 の分 析,教 材化 が必要 であ る。 また,

よ り具体的 に 「教材化 の視点」 を明 らかにす ることも今後 の課題であ る。

・ 教材 の工夫 として 「なぜ とい う問 いが もて る教材」 ・ 「いろ いろな見方 がで きる教材」 の

2点 の他 にどのよ うな工 夫が有効か,さ らに研究 を深 めたい。 また,児 童 が 自分 の考 え を も

っ ため にどのよ うに見 た り,考 えた りす るか を 「事実 と してみ る ・関連 のあ る もの と して み

る ・意味 のある もの と してみる」 の3つ と したが,実 践を通 して検討 を加 えてい きたい。

・ 事実追究型 の学習問題 にっ いて調 べた後 の交流学習 を さ らに工夫 し,論 理的追究型 の学習

問題 に児童が 自 ら気付 くよ うな工夫 も してい きたい。

・ 「願 いを社 会の中に実現 しようとす る姿」を視点 と し,「人」 にかかわ る社会的事象 を選定

した単元 の実践 を,歴 史学 習(第6学 年)の 全 ての単元 にっ いて,積 み重 ねて い く必要が あ

る。
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